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2011年2月24日 
株式会社日立ソリューションズ 
日立電子サービス株式会社 

シーゴシステムズ・ジャパン株式会社 

I/O仮想化技術の採用によりフジテレビの情報システム基盤を強化 

 
株式会社日立ソリューションズ(本社：東京都品川区、取締役社長：林 雅博／以下「日立ソリューションズ」)
と日立電子サービス株式会社(本社：東京都港区三田、代表取締役 社長執行役員：百瀬 次生／以下「日立電サ」)
は、シーゴシステムズ・ジャパン株式会社(本社：東京都中央区、代表取締役：尾方 一成／以下「シーゴシス    
テムズ」)のI/O仮想化コントローラ「Xsigo VP780」を活用し、株式会社フジテレビジョン(本社：東京都港区、
代表取締役社長：豊田 皓、以下「フジテレビ」）の情報システム基盤を構築しました。    
この度、構築したフジテレビの情報システム基盤は日立ストレージソリューション「Hitachi Universal Storage 

Platform V」の『ストレージ仮想化』、日立アドバンストサーバ「HA8000シリーズ」で稼働する「VMware vSphere」

(注1)による『サーバ仮想化』、「Xsigo VP780」の『I/O仮想化』(注2 ) の3層にわたる仮想化技術を融合し、2011年
2月より稼働しています。 

(注1) 仮想サーバ環境の構築／運用ソフト群 

(注2) ネットワーク接続用のNIC（Network Interface Card）やストレージ接続用のHBA（Host Bus Adapter）を、複数の仮想NIC

や仮想HBAから共有利用できるようにする技術 

 
従来から、日立ソリューションズと日立電サはフジテレビの情報システム基盤（『サーバ仮想化』及び『スト

レージ仮想化』）の環境構築をサポートしてきました。フジテレビではその導入効果を十分に認識していました

が、本格的な仮想化をさらに推進する上で、ハイパーバイザー(注3)を動作させる物理サーバに搭載するNICやHBA
の数が大幅に増え、それに伴いケーブル管理も非常に負担を強いられるという課題が顕在化してきました。これ

らの課題を解決するため、日立ソリューションズと日立電サは、『I/O仮想化』を提案し、フジテレビは採用に踏

み切りました。 
 (注3) コンピュータを仮想化し、複数の異なるOSを並列に実行できるようにするソフトウェア 

 
今後、フジテレビは150台を超える物理サーバを対象として、順次新基盤へ移行・統合していきます。新基盤で
は、サーバ・ストレージ・I/Oの仮想化を実施することで、リソースを最大限有効に利用でき、大幅なTCO(注4)   

削減効果と環境負荷に対する低減効果をもたらします。 
(注4)  Total Cost of Ownership：コンピュータシステムの導入、維持・管理などにかかる費用の総額 

 
日立ソリューションズと日立電サは、これからも日立グループの知識と技術を結集したシナジーを発揮し、  

お客さまの課題を共に解決し、技術と信頼と豊富な経験に裏付けられた総合的なシステムインテグレーション力

で、その先進的な取り組みを強力に支援していきます。 
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■ Xsigo I/O仮想化コントローラ「Xsigo VP780」について 
「Xsigo VP780」は、InfiniBand(注5)ファブリックを通じてHCA(ホスト・チャネル・アダプタ)を搭載した物理
サーバに対し、オンデマンドで仮想アダプタカードを柔軟に割り当てることができます。 
フジテレビの「VMware vSphere」環境では、2枚のHCAを搭載した1台の「VMware ESX Server」（1Uラッ
クマウントサーバ）に対し、20枚の仮想NICと4枚の仮想HBAを割り当てており、結果的に劇的にケーブルの本
数を減らすことに成功しています。 
また、高い性能が要求されるVMKernel通信（仮想化を実現するためにハイパーバイザーが使用する通信）には、
低遅延/広帯域（20G/40G）/高いRAS（信頼性・可用性・保守性）という特徴を持つ高信頼なインターコネクトで
あるInfiniBandの特徴が十分に活かされ、vMotion（動的に実行中の仮想マシンを別の物理サーバに移行する機能）
を瞬時に完了させることができるようになり、保守性との向上や信頼性の向上においてもI/O仮想化技術が大きく
役立っています。 

(注5) 非常に高い信頼性を持つ、サーバ/クラスター用のインターコネクトとして利用される、高速インタフェース 

 
図：I/O仮想化を採用したシステム構成イメージ 

 
■ シーゴシステムズ・ジャパン株式会社 (URL：http://www.xsigo.co.jp) 
シーゴシステムズ・ジャパン株式会社は、2007年、ストレージやサーバのインターフェース（I/O）の仮想化に
特化した専用のハードウェア（コントローラ）を開発・製造しているシーゴシステムズ社（Xsigo Systems, Inc. 本
社：米カリフォルニア州サニーベール、CEO：ロイド カーニー、以下シーゴ）の日本法人として設立されまし
た。サーバやストレージへの動的な接続を可能とするシーゴのI/O仮想化コントローラは、データセンターや企業
のITシステムにかかる費用と効率を大幅に改善します。 
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＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 
・株式会社日立ソリューションズ 

CSR統括本部 コーポレート・コミュニケーション本部 広報・宣伝部 広報グループ 
担当者：廣納（ひろのう）、柴田 TEL：03-5479-5013  E-mail：koho@hitachi-solutions.com 

 
・日立電子サービス株式会社 
総務本部 社長室広報グループ 
担当者：城戸崎(きどさき) TEL：03-5441-9262（ダイヤルイン） 

 
・シーゴシステムズ・ジャパン 株式会社 
 担当者：谷 TEL：03-6202-7484  E-mail：sales-japan@xsigo.com 
 
※ 「Xsigo」は Xsigo Systems,Inc.の登録商標です。 
※ 「VMware」は VMware,Inc.の登録商標です。 
※ 記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 
 このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL等)は、
発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承

ください。 
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 


